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「冬季研修会」

　青森県は三方を海に囲まれ、津軽平野・八甲田連
峰を擁し、豊富な農畜水産物に恵まれています。
　学校給食にそれらの地場産物を取り入れた献立を
実施するのが「ふるさと産品給食の日」です。県内
の児童生徒を対象に、平成１５年度から実施し、昨
年度からは６月・１１月の年２回行っています。そ
の献立を給食だよりなどを通じて家庭や地域に地場
産物活用の取組みをお知らせしています。
　つがる市での、ユニークなキャラクターを活用し
た食の指導をご紹介します。｢つがーるちゃん｣は、

特産のメロン・すいか・米・長いも・ごぼうなど８
品目を取入れてできたキャラクターです。市から無
償で借用し、学校栄養職員が中に入り、もう一人の
学校栄養職員とペアでクイズなどを取り入れた楽し
い授業を行い、大変好評を博しています。

　　　　　　　　　（青森県代表者　山本　久子）

『食べる力は生きる力』

～学校給食からのアプローチ～
　島根県では、平成１３年度より「食に関する指導
の実践事例集」を作成しています。
　これは、「食生活学習教材」や島根県発行の「食
の学習ノート」を活用した教科・領域における指導
をはじめ、個別指導やコーディネーターとしての指
導、朝食や地場産物など県の実態に即した会員の指
導実践をまとめたものです。
　また、昨年度は「食べる力」の育成を目指し、学
校給食においての取組みとして、摂食調査からの研
究も行いました。適量な摂取ができるための手立て

を考えて実践し、子どもたちの変容等をレポートに
したものです。
　給食時間の指導は勿論のこと、食事時間確保のた
めの〝エプロン着用リレー〟や〝すっから缶〟の取
組みなど、様々に工夫された手立てが参考となると
同時に、実践記録のまとめ方についても研鑽を積む
ことができました。
　子どもたちの「生きる力」を「食」の立場から育
てることができるよう、今後も
会員一人一人が課題を持ち、解
決へ向けての取り組みを重ねて
いきたいと思います。
（島根県代表者　石橋　真澄）

地産地消：地元のごっつおを給食に

　石川県では、各市町村で地産地消に取り組んでい
ます。恵まれた自然や重厚な歴史と風格ある文化、
生活に根ざした伝統産業の盛んな石川県です。学校
給食でもユネスコに登録された「あえのこと」や加
賀百万石の味「治部煮」などを給食に取り入れ、生
きた教材としております。
　能登地方には、イカやイワシに塩を加え発酵させ
て作る世界的に珍しい魚醤のいしる（り）がありま
す。季節の野菜でいしる煮を作ります。また、新し
い使い方としてナシゴレンやスープにも利用してい
ます。加賀レンコンで「はす蒸し」を作ります。加
賀藩の歴史とともに給食に出します。太きゅうり、
金時草、つるまめ、へた紫なす、打木赤皮かぼちゃ、

源助だいこんなどの加賀野菜を生産者の方とともに
給食に出しています。
　石川県は周りが海なので、四季折々の海の幸にも
恵まれています。漁師さんも学校へ来てもらい食育
に参加してもらっています。写真は県内の地産地消
給食の様子を県庁でパネル展示して、一般の方に見
ていただいた時の様子です。

　　　　　　　　　　（石川県代表者　堀　栄子）

「食に関する指導の実践事例集」

「つがーるちゃん」
①あたま……すいか
②足…………長いも
③靴かざり…ごぼうの花
④しっぽ……ねぎぼうず
⑤ボタン……トマト
⑥アンテナ…稲穂
⑦髪かざり…りんごの花
⑧からだ……メロン


